
第 1 問 価三点 25)

数

〔 1 〕 α

(全問必答)

゛二4
子・

①、b=[1^

・[ヨ(巨ヨ・Ⅵt豆ゴ)a + h

{"・[1刃([1Ξ・Ⅶニヨ)

h

1

1 一六チ

(2104-4)

1 -1Ξ、

である。

とおく。

②肋・1^ごー"(0")*[三ヨ泌,心

{1Σ]0.・[三三刃{11三ヨ叶[1ヨ・0
を満たすことがわかる。

(数学1第1問は次ページに続く。)
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数学1

〔幻下.1^,1^],111亙ヨ,1^,1^'.は,知◎~
③のうちから当てはまるものをーつずっ選べ。ただし,同じものを繰り返し

選んでもよい。

◎ >

αを定数とし,連立不等式

① <

を考える。

山"=1が不等式①を満たすようなαの値の範囲を表す不等式は

0[ヨ

②%=2が不等式①を満たさないようなαの値の範囲を表す不等式は

、、

a フー

である。

[亘1

(3)α= 0 のとき,連立不等式①,②の解は

である。

圧三][玉ヨ・[ヨ[ヨ
である。

④不等式②の解と,連立不等式①,②の解とが一致するようなαの値の

範囲を表す不等式は、[1^ である。

5 (2104-5)
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数学1

第2問 価三点 25)

αを定数とし,%の2次関数

2
α%+ 3α2+ー%y

のグラフをGとする。 Cの頂点の座標は

である。 Gとy軸との交点のy座標をつとする。

([1ヨ0,1^0.・[1ヨ・・[1ヨ)

①つ [1Ξ,1^..。"・1^.27 のとき,αの値はα

詰●①●グヲむ軸方乢[^,,軸方武1^だけ平行謁

すると,0=[ヌ三互]のときの①のグラフに一致する。

(2104-6)

①

(数学1第2問は次ページに続く。)
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数学1

②下の11^,区玉ヨ,1^,^には,次の◎~③のうちから
当てはまるものをーつずつ選べ。ただし,同じものを繰り返し選んでもよい。

◎ >

Gが%軸と共有点を持つようなαの値の範囲を表す不等式は

①

巨ヨEao[三Ea

印,"*[1ヨ限大値1^◆努。

<

[1三張沌[三三刃*である。αが②の範囲にあるとき,つは,α

Gが%軸と共有点を持ち,さらにそのすべての共有点の%座標が

大きくなるようなαの値の範囲を表す不等式は

である。

巨刃区ヨ0[ヨ

②

1 より

7 (2104-フ)
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数学1

第3問 価e点 3の

△ABCは, AB

CA=[^,

4, BC

であり,△ABCの外接円の半径は

△ABCの外接円ととABCの二等分線との交点でBと異なる点をDとし,直線

AD と直線BCの交点をE とする。このとき,△ACEの内角とCAE と外角

2, COSとABC

SinとABC

とACBの間にはとCAE

匹コ

E刃π玉丁
である。

"・[1ヨⅦtモ司、"泌。ある。したがって,

(2104-8)

Ⅶ豆ヨ

を満たすとする。このとき

巨刃

とACBの関係があるので, CE=[1^で

(数学1第3問は次ページに続く。)
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数学1

△ACEと△ADCを比較することにより,△ACEの面積は△ADCの面積の

倍であることと, AD

以上から,△ADCの面積は

Eヨπ三司、
[ヨ

EヨⅦ巨司
である。

区ヨ

であることがわかる。

9 (2104-9)
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数学1

第4問 価三点 2の

絶対値を含んだ不等式

を満たす%の値の範囲を求める。

2次方程式%2 + 2%

る%の値の範囲を

.・0.鯏詠・11三ヨ,11Σ]●加◆,

太 1^,11111^'艦 1^,1^ q

、<[i11王]の場合
絶対値記号をはずして整理すると,不等式①は

.{1^"・[三三]刃

となるから,求める%の値の範囲は%<[1王三]である。

の三つの場合に分ける。

(2104-1の

.

11 > 2%+ 3 ①

調べ

(数学1第4問は次ページに続く。)
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. 巨三ヨ" 111^.場合

①を満たす%の値の範囲は

・[^<、の場合

①を満たす%の値の範囲は[1三ヨく%である。

が,不等式①を満たさない整数%の個数は[1^個であることがわかる。

以上の場合を合わせて老えると,不等式①を満たす整数"は無限に多くある

<、<[1^である。

数学1

Ⅱ (2104-1D



第 1 問 価三点 2の

数学1・数学A

( 1 〕 α

(全問必答)

①肋=[1^

・[ヨ(巨ヨ・Ⅶtエゴ)α+ h

{←[ヨ([1Ξ・Ⅵtt司、)

h
1 一六テ

(2104-12)

1一π

である。

とおく。

②幼*1^]ごーー(叶 0)*[三ヨ泌,心

{[1Ξ0.・[三三刃{[1三叶[1ヨ・0
を満たすことがわかる。

(数学1・数学A第1問は次ページに続く。)

12

厄
厄

十1

十1



数学1・数学A

〔2〕集合 Uを U=仇 1"は5 く y屍、< 6 を満たす自然数}で定め,また, U

の部分集合P,0, R, Sを次のように定める。

P={π 1" E υかつ"は4 の倍数}

Q =仇 1" E Uかつ"は5 の倍数}

R ={" 1" E υかつ"は6 の倍数}

S ={π 1" E Uかつ"は 7 の倍数}

全体集合を Uとする。集合Pの補集合をPで表し,同様にQ, R, Sの補

集合をそれぞれQ, R, Sで表す。

山 Uの要素の個数は[1三三ヨ個である。

②次の◎~④で与えられた集合のうち,空集合であるものは11^,

[1^である。

[1^, 11111^に当てはまるものを,次の◎~④のうちからーつず

*ベ。ただ0,111区,1^●解答●順序は畍加。

③四nる ④ Rn々◎ PnR ①四ns ② QnR

13

(3)集合Xが集合γの部分集合であるとき, xc yと表す。このとき,次

の◎~④のうち,部分集合の関係にっいて成り立っものは1^],

[11^である。

[1^,1^に当てはまるものを,次の◎~④のうちからーつず

0選べ。た鄭,111^,1^●解答●順序は畍加。

四URCO

PU々CS

(2104-13)
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数学1・数学A

第2 問(配点 25)

αを定数とし,%の2次関数

2
ツ

のグラフをGとする。 6の頂点の座標は

である。 Cとy軸との交点のy座標をっとする。

([Σヨ0,にヨ0.・[1ヨ0・[1ヨ)

(1)つ [1Ξ,[^0泌。0・[^.27 のとき,αの値はα ^^

詰●①●グヲ叡軸方乢1^,,軸方乢1^加平行謁

すると,α=[1〒互]のときの①のグラフに一致する。

(2104-14)

①

(数学1・数学A第2問は次ページに続く。)
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数学1・数学A

②下の1^,1^,^ヨ,^1には,次の◎~③のうちから
当てはまるものをーつずつ選べ。ただし,同じものを繰り返し選んでもよい。

◎ >

Gが%軸と共有点を持つようなαの値の範囲を表す不等式は

① <

0泌。0が②●範廊泌詰,沌,0*[1三張沌1^◆

印,0*[Σヨ張大値1王ヨ◆邸。

巨ヨEao[aEa

Gが%軸と共有点を持ち,さらにそのすべての共有点の%座標が

大きくなるようなαの値の範囲を表す不等式は

である。

巨刃[ヨ0Ea

②

1 より
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数学1・数学A

第3 問(配点 30)

△ABCは, AB

CA=[1^],

4, BC

であり,△ABCの外接円0の半径は

等分線ととBACの二等分線の交点をD,直線BDと辺ACの交点をE,直線BD

と円0 との交点でBと異なる交点をFとする。

2 , COSZABC

COSとBAC

(1)このとき

^を満たすとする。 このとき

AE

E三Ⅶ玉j
である。とABCの二

となる。

, SinとBAC

匹刃

,

②△EBCの面積は△EAFの面積の

BE
E三厄ヨ

Ⅶ亙j
区三ヨ

[三ヨ
, BD
EヨⅦ玉丁
巨ヨ

倍である。

(数学1・数学A第3問は次ページに続く。)
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数学1・数学A

③角度に注目すると,線分FA, FC, FDの関係で正しいのは[1^である
ことが分かる。

[1^に当てはまるものを,次の◎~⑤のうちからーつ選べ。

FA く FC

FC く FA

FA = FC

(2104-17)

FA = FC く FD

FD く FC く FA

FD く FC = FA
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数学1・数学A

第4 問(配点 25)

下の図は,ある町の街路図の一部である。

A

B

ある人が,交差点Aから出発し,次の規則に従って,交差点から隣の交差点

への移動を繰り返す。

①街路上のみを移動する。

②出発前にサイコロを投げ,出た目に応じて上図の1~6の矢印の方向の隣

の交差点に移動する。

③交差点に達したら,再びサイコロを投げ,出た目に応じて図の 1~6の矢

印の方向の隣の交差点に移動する。(一度通った道を引き返すこともでき

る。)

④交差点に達するたびに,③と同じことを繰り返す。

(数学1・数学A第4問は次ページに続く。)
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数学1・数学A

山交差点Aを出発し,4回移動して交差点Bにいる移動の仕方につぃて老え

る。この場合,3の矢印の方向の移動と4の矢印の方向の移動をそれぞれ2回

ずっ行うので,このような移動の仕方はE三ヨ通りある。

②交差点Aを出発し,3回移動して交差点Cにいる移動の仕方は[1^通
りある。

③交差点Aを出発し,6回移動することを考える。このとき,交差点Aを出

発し,3回の移動が終わった時点で交差点Cにいて,次に3回移動して交差

点D にいる移動の仕方は[1三三]通りあり,その確率は

る。

④交差点A を出発し,

る。

1の矢印の向きの移動を含むものは[1^1通りある。.

・ 2の矢印の向きの移動を含むものは[1三三]通りある。

・ 6の矢印の向きの移動を含むものも[1三三]通りある。

・上記3つ以外の場合,4の矢印の向きの移動は[1^回だけに決まるの

で,移動の仕方は[1三王二1通りある。

[1三三三]通りある。

(2104-19)

6回移動して交差点Dにいる移動の仕方について老え

よって,交差点A を出発し,6回移動して交差点D にいる移動の仕方は

[Ξ
巨王三三

であ
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